
 
 

 
 

 
 
 
 
 

                    
 
 
 
 

9 月 25 日(金)のママサロンでは「東松島市への 

若者の定住促進」という、テーマで子育て世代の目線 

から、『東松島は住むには良い環境』と言われている、 

東松島市をより良いまちにする為に、ママ達の話し合いでは、こんな意見が交わされました。 

《子育てと仕事の両立》『子育てしながら、しっかり働きたいので、安心して子供を預けられる、 

所が増えると嬉しい。』『託児施設が職場にあれば、安心して働ける。』という様に、両立は大変で

す。安心して子供を産み育てるためには、各家庭の努力だけではなく、職場や社会等それをサポー

トしてくれる環境があれば、定住したいと思う、大きな要因になるのかもしれません。 

《交通の利便性》公共交通機関の利用の際に、駅周辺に駐車場が少ないため、不便という声から 

『子供たちが不便を感じると、将来利便性の良いところへ、移住してしまう。』といった意見。 

《住環境》『被災した土地でも地価が高い』『今後、新たに家を建てる人に、支援が欲しい。』とい 

った今も不安を抱えながら生活している中で、安全なとこで生活したいが、難しいという現状。 

《施設・医療・空家・休耕地》『市内に産婦人科・小児科が少なく、救急対応の病院がない。』『自 

分が受診する際に、子供を預かってくれるところがあれば良い。』といった、経験からの課題や、 

『全世代が楽しめる施設や、お店が増えてほしい。』『空き家を再利用

した、コミュニティスペース』『使っていない農地をお借りして、農業

体験や市民農園をしてみたい』と、施設・空家・休耕地対策について

も、活発に意見が交わされました。 
 

今回の感想として「色々な事に気付けた話し合いでした。新しく人

が移住するためにも、私たちも頑張らなきゃいけない所が、沢山ある

事に気付きました。」「少しでも私たち子育て世代の意見が、市に届く

事を願ってます。」などなど、数多くの感想を頂きました。子育てをし

ているからこその視点、発想、不安や、こうなって欲しいという願い

だと思いました。今後もママサロンでは話し合いや、交流の場として

の場を提供していきます。 
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一般社団法人 東北圏地域づくりコンソーシアム 

私たち復興まちづくり推進員が、東松島市で行っている活動を、市内外の皆様に幅広く知って 

頂き、共に歩んでいくために、『東松島市復興まちづくり推進員だより』を毎月発行しています。 

復興まちづくり推進員だより 

平成 27 年度 第 6 回 

ママサロン 
―若者の定住促進について考える― 

主催：東北こんそ 
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東松島 復興まちづくり推進員 

 

●「青森ねぶた」と秋祭り＆あおい地区大交流会～宅地引渡し完了お祝いねぶた祭り～ 

10 月 3 日（土） 主催：矢本運動公園仮設 西・東自治会 ／ 10 月 4 日（日） 主催：あおい地区整備協議会 
 

「青森ねぶた」が矢本運動公園と、あおい地区にやってきました。 
初日は、公園内に設置されたステージでゴスペルコンサートや津軽三味線など

の演目が行われ、会場は盛り上がりました。東北こんそは子供ブースにてスト

ラックアウトや輪投げの出店を担当。たくさんの子供達に遊んでもらい、綿あ

めのプレゼントをしました。夜には推進員も「ねぶた」の運行を協力しながら

矢本運動公園を中心に練り歩き、お祭りを見に来た方は「青森じゃわめぎ隊」 
と一緒に踊ったりして盛り上がり、楽しみながら交流していました。 

翌日は、あおい地区駅前広場で宅地の引渡し完了を祝って、ねぶた祭りが

開催されました。舞台では津軽三味線などが披露され、ねぶたも駅前広場か

ら一丁目を練り歩きました。屋台は、あおい地区整備協議会の役員やボラン

ティアの方たちで出店し、推進員は綿あめを担当しました。ねぶた祭りを通

して、地域住民やボランティアの人たちと交流を図ることができました。 

■１０月の活動の紹介 

  

 

〜復興まちづくり推進員事務所のご紹介〜 

※当法人は東松島市復興まちづくり支援業務を東松島市より受託しております。 

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム 

東松島市復興まちづくり推進員 

事務所：東松島市矢本字河戸 342番地 2 ゆぷと内 

電話：0225-90-3571 FAX:0225-83-8577 

※ブログに最新の活動を掲載しておりますので、 

そちらもご覧ください。 

http://hmms0311fm.da-te.jp/ 
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●あかいっこカンパニー 10 月 12 日（日） 主催：赤井地区自治協議会コミュニティ部会  
11 月 8 日に行われる「子ども朝市」に向け、昨年の成功例や、反省点を踏

まえながら、出店レイアウトや会計の流れ、野菜の仕入れ量や価格などにつ

いての話し合い、ポスター作りを行いました。 
みんなで作ったポスターは、赤井南区西地区センター前に設置してきました。 
次回は野菜仕入れの為に農家さんへの挨拶まわりをする予定です。 
朝市当日は、是非お越しください！ 

●平成 27 年度 復興支援員・地域おこし協力隊 活動中間報告会 10 月 9 日（金） 
主催：宮城県地域復興支援課  企画運営：（一社）みやぎ連携復興センター  場所：石巻河北総合センター 
 

地域で活動される各団体の中間報告会で報告を行ってきました。始めに、平成 23 年に蛤浜でオープンした

「cafe はまぐり堂」を運営している「はまのね」代表理事による、様々な成功と失敗を交えた講話をしていた

だきました。報告会ではテーマ別に６つのグループに分かれ、推進員は「コミュニティ形成支援」をテーマに 
したグループで、主な活動、地域の復興状況、今後の取り組みについてなど

を発表し合いました。その後は、アドバイザーを交えて、情報交換、まちづ

くりに対する取り組み方、各団体が抱えている課題やニーズ、それらを解消

するために取り組んでいることの検討や整理を行いました。今後の活動に、

今回の話し合いを活かしていきたいと思います。 

http://hmms0311fm.da-te.jp/

